
平成27年１１月１２日

調査・研修報告書（会派個人用）

報告者：八谷文策会派名：きずな

※調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。

実施場所：神石高原町 実施日：平成２７年１１月９日・１０日

■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状など）

中山間地域の諸課題を少しでも解決する方法の模索をする為に、有志による実行委員会のセ

ミナーを開催することになり、第１回目を開催する運びとなった。

さまざまな問題点を解決する努力をしている先進事例を聞くことと、出席者の意見交換の

場を設けることにより、深い理解をすることが出来ると思われる。

■参考とすべき事項

９日海士町の取り組みについて、他所からの若者の移住者に因る、町の活性化について

解りやすく説明される。山斗隼人氏の講演。

神石高原町を考える特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン代表理事大西

健丞氏による講演。

１０日青年結婚、ＩＵターン促進事業について。鳥取県日南町役場山中さゆり氏

地域おこし協力隊について。神石高原町協力隊員小埜洋平氏

地域生活交通対策について。安芸高田市役所政策企画課戸田邦昭氏

三氏の事例発表の後、ファシリテーターとして中国新聞論説委員石丸賢氏によるパ

ネルディスカスションが行われ、会場から多くの質問意見が飛び交った。

■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきかなど）

岡山県、広島県の７市町の議員約３５人が集まり過疎、少子化問題から発生する諸問題を

如何にすべきかを考える良い機会であった。多くの悩める市民の自然発生的な会がまだまだ

生まれて来ることと期待します。庄原市に於いても自治振興区を中心として進められては

いるが、益々急がれる対策については、国策を旨く利用して市域を超えた連携をしていくべ

きと考える。

特に､宿泊を付けて懇親会に於ける意見交換は､かなりの気持ちを出し合うことが出来た。

それぞれの悩みを共通課題として持ち合いながら、殻にこもることの多い私たちの世界が少

しでも前進していけるならば、今回の企画が新しい道の開拓となるように思うし、今後回を

重ねることを期待するものです。



平成２７年１１月１２日

(会派個人用）

報告者：林高正

告薑調査・研修報

会派名：きずな

※調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。

実施場所：神石高原町三和公民館 実施日：平成27年１１月９日～１０日

■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状など）

中山間地域の諸課題解決に特化したセミナーであり、各地の先進事例や解決方法に関し

た多様な意見を聞くことで、本市の施策に活かせるものを探りだし、活用することとする。

■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきかなど）

参考とすべき事項にも書かせて頂きましたが、先ず、諸課題解決として、生活交通シス

テムの再編をすべきだと考えます。その際、安芸高田市のシステムを参考というか、真似

ることは重要ですが、そこに交通関係に強みを持った地域おこし協力隊員を採用して、３

年間で庄原市の交通体系を再構築したらどうかと思います。一人ではなく、二人でも構い

ませんので、そのことだけをする隊員で構わないと私は考えます。

そして、その隊員をフォローして育てる人を採用することも重要です。つまり、市役所

の職員が当たるのではなく、民間企業等で人材育成の経験のある人を入れるべきです。日

南町や神石高原町で地域おこし協力隊員が成功しているのは、そういう人材が配置されて

機能しているからです。神石高原町の協力隊員の小埜洋平くんが言っていましたが、「協力
隊員も大いに悩みながらやってきた」そうです。協力隊員は、皆で関わって育ててこその

協力隊員です。



平成２７年１１月１２日

書（会派個人用）

報告者：徳永泰臣

告調査・研修報

※調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。
澪lifriilLnibilil

実施場所：神石高原町三和公民館
実施日：平成27年１１月９日～１０日

■目的・課題・問題事項

○中山間地域の諸課題解決セミナー

○島根県海士町の取り組みについて、海士町職員の山斗隼人さん

Ｏ神石高原町に拠点をおかれている、ＰＷＪの取り組みについて代表の大西健丞氏より

お話をいただいた。

Ｏ島根県日南町の定住促進について、神石高原町の地域おこし協力隊員の小埜洋平君の

取り組みについて、最後に安芸高田市の新交通システムの取り組みについて伺った。

○最後に中国新聞論説委員の石丸賢氏より、講評をいただいた。

■参考とすべき事項

Ｏ海士町は公共事業で生き、活かされてきた島。住民の暮らしは改善された反面、体力

以上に膨らんだ地方債。当時のシミュレーションでは、平成２０年度には確実に「財

政再建団体」へ転落の危機が予想された。しかし海士町は自立への覚悟の選択をされ

単独町制の道を選ばれ、生き残る為に「守り」と「攻め」の両面作戦で「守り」では

行政改革の断行をされた。行革の信念は自らの身を削らないと改革は支持されない。

生き残る為の「攻め」の戦略としては、交流促進課、地産地商課、産業創出課を新設

され１点突破型産業振興策、島ブランドを売り出せ、キーワードは海・潮風・塩をキ

－ワードに色々な産品作りに取り組まれている。

ＯＰｗＪは紛争地での人道支援から過疎地振興、国内の社会問題の解決にも力を入れら

れている。特に神石高原町では、災害救助犬・セラピー犬の育成もされ広島土砂災害

では捜査・救助活動に活躍された。又、全国一犬の殺処分の多かった広島県を「広島

県の犬の殺処分ゼロ１０００日計画」に挑戦されている。



平成２７年１１月１２日

(会派個人用）

報告者：五島誠

告薑調査・研修報

会派名：きずな

※調査・研修終了後、－週間以内に会派事務局へ提出してください。

実施場所：広島県神石高原町 実施日：１１月９日～１０日

■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状など）

･第１回中山間地域の諸課題解決セミナー

超過疎、超少子高齢化、超財政悪化時代をいかに生き抜いていくか。

･移住支援

･地域おこし協力隊

･地域生活交通対策など

■参考とすべき事項

･海士町の取組み

島ブランドを特化して、東京などへ売り込んでいく仕組み。行政と住民が協力して、そ
れに外からの創造性を加えて一丸となって取り組んでおられる。若者が活躍できるフィー
ルド作り。

･ピースウィンズジャパンの取組み

ＮＧＯ、経済界、政府の連携による基盤（プラットフォーム）づくり。国内災害の支援
や地域おこしにも必要。違う組織通しの連携と緊急時のお金のプールの仕組み。

'、ツ ドハント的移住を促す必要、チャレンジにリスクマネー「社会的金融」の仕組み。

･日南町「シングルマザーに選ばれるまちづくり」

移住者への補助や空き家活用。詳しい空き家パンク作り。空き家情報の調査。家財道具
や修繕費などの補助金。廃校活用の定住促進住宅と農林業研修制度（地域おこし協力隊）
･神石高原町の地域おこし協力隊

現在、３０歳前後の方の田舎暮らしへのハードルが下がってきている。地域の住民と都
市の学生の交流、さらには協働の橋渡しを行っている。お金や数字じゃない基準で地域お
こし協力隊を評価できる体制が必要

･安芸高田市の新公共交通システム

過去２回にわたる再編が悪循環を招いていた。そこで地域住民の利便性を徹底的に考え
新たな仕組みを構築。年間１００回を越える住民説明会など。

■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきかなど

まずもって今回のセミナーは東京発ではない、そして近隣の同じような課題を抱える自

治体の議員が集まって開催したことに大きな意義があると思う。願わくばこのような取組

みを、今度は議員と職員が一緒になって行っていければと考える。

その中で様々な事例を聞くに、共通点として住民との協働が挙げられる。置き去りにす

るのではなくまず話しあい、さらに一緒になって事業を構築する。仕組みを構築する体制

作りというのが必要である。ますますの庄原市の協働の取組みを進めていくことを提言す

る。また、若者や移住者がいかに定着するかは活躍の場をどう提供できるか、どういっし

ょに作っていけるかにかかっている。社会的金融の仕組みなどチャレンジを応援し続ける

まちづくりが必要である。


